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平
成
二
十
八
年
度 

 

椎
名
地
区
防
災
訓
練
の
お
知
ら
せ 

 
 
 
 
 

と
参
加
ご
協
力
の
お
願
い 

 
 

平
成
二
十
八
年
度 

 
 
 
 
 

椎
名
地
区
福
祉
事
業
計
画 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

本
田 

英
作 

政
府
地
震
調
査
委
員
会
の
最
新
発
表
が
あ

り
、
千
葉
県
は
、
近
い
将
来
に
大
地
震
の
発
生

す
る
確
率
が
最
も
高
い
県
で
あ
る
こ
と
が
公

表
さ
れ
ま
し
た
。
明
日
に
で
も
大
地
震
が
来
て

も
お
か
し
く
な
い
状
態
な
の
で
し
ょ
う
。 

 

こ
の
機
会
に
身
の
回
り
を
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
地
震
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
に
は
出

来
ま
せ
ん
が
、
災
害
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
ま

す
。 

 

防
災
用
品
の
準
備
は
大
丈
夫
で
す
か
。
避
難

所
は
ご
存
知
で
す
か
。
高
齢
者
や
体
の
不
自
由

な
人
の
避
難
方
法
に
、
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
行
政
ま
か
せ

や
他
人
ご
と
で
は
な
く
、
ま
ず
自
分
や
家
族
が

助
か
る
備
え
を
し
ま
し
ょ
う
。
無
事
助
か
っ
た

人
は
、
困
っ
た
人
を
助
け
合
い
ま
し
ょ
う
。 

 

こ
ん
な
思
い
で
、
椎
名
地
区
の
主
な
九
団
体

（
連
協
、
避
難
所
委
員
会
、
ス
ポ
振
、
社
協
、

育
成
会
、
消
防
団
、
日
赤
、
民
児
協
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

が
集
ま
り
、
合
同
防
災
訓
練
に
向
け
て
毎
月
会

議
を
開
催
し
、
決
定
事
項
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
ま
す
。 

 

訓
練
日
程
は
、
九
月
四
日
（
日
）
九
時
十
五

分
に
古
市
場
公
園
に
集
合
し
、
避
難
、
避
難
所

開
設
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
、
三
角
巾
、
煙
体
験
、
簡
易
ト

イ
レ
作
成
、
給
食
・
給
水
訓
練
や
女
性
消
防
の

ポ
ン
プ
操
法
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

 

目
標
人
数
は
二
百
五
十
名
で
す
。 

 

よ
り
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を 

お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

よ
り
良
い
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
、
社
協

椎
名
地
区
部
会
で
は
色
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
本
年
度
は
特
に
次
の
三
事
業
を
重
点
事
業
と

し
て
掲
げ
活
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

１ 

地
域
の
「
き
ず
な
」
を
よ
り
良
く
す
る
活
動 

２ 

地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
活
動 

住
民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
き
ず
な
」
づ
く
り
は

と
て
も
大
切
な
事
柄
で
あ
り
ま
す
。
各
団
体
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
活
動
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。 

○
防
犯
・
見
守
り
・
挨
拶
運
動
事
業 

 

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
の
安
全
を
守
る 

た
め
の
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

○
地
域
住
民
と
学
童
と
の
「
ふ
れ
あ
い
」
事
業
。 

 

も
の
づ
く
り
、
伝
承
遊
び
、
地
域
伝
承
文
化
な
ど
を
教
え

あ
い
「
き
ず
な
」
を
築
き
ま
す
。 

○
福
祉
教
育
授
業
支
援
事
業 

 

障
害
を
持
っ
た
方
と
の
交
流
を
通
し
て
理
解
し
あ
い

「
思
い
や
り
」
あ
る
人
に
育
つ
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。 

「
わ
た
し
に
も
で
き
る
」
福
祉
的
な
お
手
伝
い
を
し
た
い

と
い
う
心
を
育
て
ま
す
。 

○
高
齢
者
と
学
童
と
の
「
ふ
れ
あ
い
」
事
業 

 

昔
の
生
活
状
況
の
話
、
お
年
寄
り
と
の
ゲ
ー
ム
、
会
食
、

合
唱
な
ど
で
交
流
を
深
め
ま
す
。 

○
食
育
教
育
支
援
事
業 

 

食
の
大
切
さ
の
勉
強
。
稲
の
種
ま
き
か
ら
田
植
え
、 

 

カ
カ
シ
づ
く
り
、
稲
刈
り
、
太
巻
き
寿
司
づ
く
り
、 

 

 

感
謝
祭
等
、
里
山
の
魅
力
を
生
か
し
ま
す
。 

○
学
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
授
業
支
援
事
業 

 

漢
字
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
授
業
を
通
し
て
、
児
童
と
の 

 

「
き
ず
な
」
を
深
め
会
話
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。 

 

３ 

「
見
守
り
／
お
元
気
確
認
委
員
会
」
の
活
動 

 

○
古
市
場
市
営
団
地
で
の
活
動
は
３
年
目
に
入
り
、
見
守 

り
希
望
者
と
の
会
話
も
増
え
、
引
き
こ
も
り
や
社
会
的

孤
立
対
策
に
効
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
担
い
手
と

し
て
の
小
中
高
生
の
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
き
ま
す
。 

 

○
他
の
地
域
に
も
こ
の
活
動
が
広
が
る
よ
う
に
、
声
掛
け

を
行
い
ま
す
。
本
年
度
は
八
十
歳
以
上
の
方
で
、
一
人

で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
へ
の
声
掛
け
活
動
を
歳
末
に
行

い
ま
す
。 

４ 

二
十
九
年
度
の
福
祉
事
業
に
向
け
て 

 

○
地
域
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
方
も
、
高
齢
化
が
進
み
、

体
力
的
に
困
難
な
作
業
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。 

「
ゴ
ミ
出
し
」「
電
球
の
取
り
換
え
」「
棚
づ
く
り
」「
家
具

の
移
動
」「
芝
刈
り
」「
庭
木
の
剪
定
」
等
、
ち
ょ
っ
と
し
た

お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
人
が
お
ら
れ
た
ら
、
自
立
し
た

生
活
が
で
き
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
で

で
き
る
範
囲
の
「
お
助
け
隊
」
の
組
織
化
が
必
要
な
時
代
と

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 
 

こ
の
主
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。（
岡
本
ま
で 

電
話
２
９
２
―
１
８
８
１
） 

  

五
月
二
日 

月
曜
日 

・
全
校
集
会 

校
長
先
生
の
話
、
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
紹
介 

・
情
報
交
換
会 

児
童
の
登
校
下
校
の
マ
ナ
ー
や
危
険
箇
所
に 

つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た 

・
千
葉
市
セ
ー
フ
テ
ィ
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
事
業
功
労
者
表
彰 

椎
名
地
区
は
舟
串
二
三
子
様
・
内
海
薫
様
が
十
年
間
の
活

動
が
認
め
ら
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

『
あ
な
た
は
永
年
に
わ
た
り
学
校
セ
ー
フ
テ
ィ
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー 

と
し
て
児
童
生
徒
の
安
心
安
全
に
寄
与
さ
れ
そ
の
功
績
は
誠
に 

顕
著
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
こ
こ
に
そ
の
功
績
を
た
た
え
表
彰 

し
ま
す
。
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日 

千
葉
市
教
育
委
員
会
』 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

平
成
二
十
八
年
度 

 

椎
名
地
区
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
紹
介
式 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

十
四
連
協 

会
長 

小
山 

義
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日
本
は
超
高
齢
社
会
に
入
り
ま
し
た
。
総
人
口
対
す
る

６５
才
以
上
の
割
合
を
「
高
齢
化
率
」
と
呼
び
ま
す
。
こ
れ
が

２１
％
を
超
え
た
状
態
を
超
高
齢
社
会
と
言
い
ま
す
。 

（
表
１
参
照
） 

 

今
後
、
高
齢
者
人
口
は
増
え
、
在
宅
介
護
を
行
う
世
帯
の

６
割
が
「
老
老
介
護
」「
認
認
介
護
」「
多
重
介
護
」
の
状
態

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
状
態
に
な
り
ま
す
と
、
誰
に
も
助
け
を
求
め

ず
、
自
分
達
だ
け
で
問
題
を
抱
え
込
み
が
ち
に
な
り
ま
す
。 

 

例
え
ば 

② 

自
宅
で
の
生
活
に
関
す
る
不
安
な
方
。 

②
家
庭
で
の
介
護
で
疲
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
方
。 

③
お
金
が
限
界
と
な
り
利
用
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
。 

④
認
知
症
の
方
の
介
護
に
苦
労
し
て
い
る
方
。 

⑤
買
い
物
や
病
院
の
通
院
に
悩
ん
で
い
る
方
。 

 

お
話
し
を
う
か
が
い
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

 

相
談
方
法
は 

①
ゆ
み
～
る
鎌
取
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
５
階
に
直
接 

 

来
て
頂
く 

②
電
話
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。 

 
 

０
４
３
ー
２
９
３
ー
６
９
１
１ 

③
連
絡
が
あ
れ
ば
自
宅
に
訪
問
し
相
談
し
ま
す
。 

④
古
市
場
サ
ロ
ン
・
ふ
れ
あ
い
食
事
会
で
も
お
こ
な
っ
て 

 

 

い
ま
す
。 

⑤
日
曜
・
祝
日
は
留
守
番
電
話
で
緊
急
時
の
み
別
途
連
絡
先

を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
全
て
無
料
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
２７
年
度
の
相
談
） 

千
葉
市
あ
ん
し
ん
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
鎌
取
は 

 
保
健
・
福
祉
・
介
護
・
高
齢
者
の
相
談
窓
口
で
す 

「
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」 

   
 

１ 

五
郎
右
衛
門
十
五
歳
に
し
て
名
主
役
に
な
る 

 

五
郎
右
衛
門
は
鴇
田
対
馬
と
云
い
、
大
阪
よ
り
移
り
て
下
総
国
椎
名
郷
字
上
郷

茂
呂
の
地
に
住
す
。
氏
は
其
の
長
男
に
し
て
天
正
四
年
五
月
二
五
日
出
生
す
。
五

郎
右
衛
門
は
十
五
歳
に
し
て
名
主
役
申
付
け
ら
れ
、
先
代
よ
り
勤
役
中
の
功
労
に

よ
り
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
る
。 

２ 

五
郎
右
衛
村
の
水
利
悪
く
旱
害
の
甚
（
は
な
は
だ
）
し
き
を
憂
う 

 

五
郎
右
衛
門
常
に
附
数
個
の
村
の
水
利
悪
し
く
年
々
旱
害
の
甚
だ
し
き
を
憂

へ
、
水
源
を
求
め
て
水
路
を
開
鑿
（
か
い
さ
く
）
し
、
以
て
作
物
の
豊
穣
を
助
け

と
し
、
百
方
苦
心
の
結
果
、
数
年
間
実
踏
査
し
て
終
に
上
総
の
国
山
辺
郡
土
気
付

近
の
山
間
に
源
を
発
し
、
沿
道
の
小
流
を
合
わ
せ
、
市
原
郡
瀬
又
、
押
沼
、
潤
井

戸
そ
の
他
の
各
村
を
縫
い
草
刈
村
に
来
る
も
の
に
し
て
、
其
の
量
豊
富
優
に
数
百

町
部
の
灌
漑
に
供
す
る
に
足
る
流
域
を
発
見
し
、
茲
に
開
鑿
の
意
を
決
せ
り
。
是

れ
即
ち
今
の
草
刈
堰
の
起
源
な
り
。 

３ 

未
曽
有
の
大
工
事
の
設
計
を
作
る 

 
然
れ
ど
も
、
其
の
地
域
た
る
他
村
に
係
り
、
容
易
に
着
手
す
る
能
は
ず
、
加
ふ

る
に
堤
袋
を
開
鑿
す
る
と
共
に
排
水
路
の
修
築
を
為
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
当
時
に

あ
り
て
は
実
に
未
曽
有
の
大
工
事
に
し
て
他
領
の
も
関
係
せ
る
を
以
て
、
第
一
地

元
村
の
協
力
を
得
べ
き
必
要
あ
る
よ
り
、
草
刈
名
主
加
藤
太
郎
左
衛
門
に
議
り
、

遂
に
そ
の
賛
成
を
得
、
爾
来
一
層
奮
励
し
昼
夜
の
別
な
く
、
設
計
（
図
）
を
作
る
。 

４ 

水
路
を
三
方
に
作
る 

 

水
路
は
三
方
に
採
り
、
一
を
市
原
郡
大
厩
菊
間
高
島
を
経
て
至
る
も
の
を
中
川

溝
と
称
し
、
延
長
一
里
半
。
一
は
千
葉
郡
中
西
、
落
井
、
刈
田
子
、
椎
名
崎
、
南

生
実
、
濱
野
の
各
村
を
経
て
村
田
に
至
る
も
の
を
生
実
溝
を
称
へ
、
延
長
一
里
餘

又
一
は
村
田
川
と
称
し
、
中
川
溝
と
の
中
間
に
し
て
上
総
下
総
の
境
界
を
疎
通

し
、
海
に
注
ぐ
大
水
路
に
し
て
灌
排
の
両
用
を
兼
ね
し
む
。 

５ 

慶
長
十
七
年
五
月
工
事
を
起
こ
す 

 

慶
長
十
七
年
五
月
、
水
下
関
係
町
村
並
び
に
地
元
村
人
夫
を
募
り
て
工
事
を
起

こ
す
。
爾
来
五
郎
右
衛
門
自
ら
堤
普
請
の
旗
を
立
て
、
乗
馬
に
て
日
々
現
場
に
出

張
し
百
人
以
上
の
工
夫
を
督
（
う
な
が
）
し
て
只
管
工
事
の
進
行
を
計
り
、
農
民

の
休
戚
（
き
ゅ
う
せ
き
）
に
関
す
る
こ
と
思
ひ
て
櫛
風
沐
雨
（
し
っ
ぷ
う
も
く
う
・

意
は
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
辛
苦
奔
走
す
る
こ
と
）
の
労
を
厭
（
い
や
）
は
ず
殆
ど

身
命
を
賭
し
て
奮
闘
努
力
せ
り
。（
つ
づ
く
） 

 

「
原
文
の
ま
ま
紹
介
。
見
出
し
は
原
文
の
一
部
を
引
用
／
文
責
岡
本
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
出
典
千
葉
郡
誌
（
復
刻
版
よ
り
）』 

草
刈
堰
・中
川
溝
、
生
實
溝
の
起
源
者 

 
 

鴇
田
五
郎
右
衛
門 

 
 

 
 

灌
漑
水
路
完
成
ま
で
の
苦
難
と
業
績 

  

セ
ン
タ
ー
長 

池
田 

久
江 

○
福
祉
総
会
時
に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
熊
本
地
震
災
害

義
援
金
は
「
３
、
４
７
４
円
」
集
ま
り
ま
し
た
。
社
会
福

祉
協
議
会
を
通
し
て
日
本
赤
十
字
社
に
お
送
り
い
た
し

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
５
／
８
） 

○
総
会
時
承
認
さ
れ
ま
し
た
熊
本
地
方
地
震
災
害
義
援
金

「
３
万
円
」
は
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
し
て
日
本
赤
十

字
社
に
お
送
り
い
た
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
５
／
１２
） 

○
広
報
誌
「
椎
名
だ
よ
り
」
に
つ
い
て
、
古
市
場
町
２
０

部
。
第
一
団
地
１０
部
。
第
三
団
地
１１
部
に
変
更
し
て
ほ

し
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
了
解
し
ま
し
た
。 

○
環
境
整
備
委
員
会
・
公
民
館
花
壇
づ
く
り
と
植
栽
・
本

田
、
小
川
、
秋
葉
、
高
梨
、
岡
本
が
参
加
。（
５
／
１４
） 

○
地
域
支
え
合
い
活
動
、
社
協
所
長
、
鴇
田
、
田
久
保
、
小

川
、
岡
本
の
役
員
が
庭
木
の
伐
採
を
行
い
ま
し
た
。 

（
５
／
２１
） 

○
第
二
回
「
古
市
場
寄
席
」
が
第
二
団
地
集
会
所
で
開
催
。

三
遊
亭
金
一
さ
ん
が
「
粗
忽
長
屋
で
粗
忽
な
人
が
自
分

の
死
体
と
対
面
す
る
話
」。
め
ず
ら
し
家
芝
楽
さ
ん
「
江

戸
人
の
京
都
見
物
祇
園
債
で
京
都
と
江
戸
の
自
慢
合
戦

の
話
」
を
演
じ
ま
し
た
。
２７
人
が
参
加
し
、
笑
い
の
中

に
終
了
し
ま
し
た
。（
６
／
９
）
次
回
は
１２
月
８
日
。 

○
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
「
認
知
症
っ
て
な
ん
で

し
ょ
う
」
と
い
う
題
名
で
古
市
場
第
一
団
地
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
千
葉
市
あ
ん
し
ん
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
鎌
取
の
池
田
セ
ン
タ
ー
長
で
す
。
３６
名
の
方
が

参
加
さ
れ
認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

（
６
／
１０
） 

○
第
一
回
の
椎
名
だ
よ
り
編
集
会
議
開
催
し
ま
し
た
。
委

員
に
新
し
く
小
松
万
亀
子
さ
ん
と
笠
井
隆
さ
ん
に
お
願

い
し
ま
し
た
。
編
集
に
対
し
て
の
ご
意
見
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
各
委
員
の
方
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
６
／
１５
） 

○
そ
の
他
・
区
・
市
運
営
委
員
会
／
健
康
課
会
議
／ 

地
域
支
え
あ
い
活
動
推
進
協
会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

椎
名
地
区
福
祉
活
動
通
信 

 
 

「
あ
・
れ
・
こ
・
れ
」 

（
表
１
） 


